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【緒⾔】本研究プロジェクトにおいては、「新しい持続可能な⾼分⼦材料の開発」を⽬的に
プロジェクトを推進する。特に材料設計において、架橋設計に注⽬し、周囲の環境に調和し、
応答する材料の創製および資源循環の実現を⽬指す。 
【可逆性架橋を有する動的細胞培地】細胞培地の弾
性率変化に対する細胞応答性を調査するため、シク
ロデキストリン（CD）の包接錯体から成る可逆性
架橋とゼラチン側鎖（細胞⾜場）を持つヒドロゲル
を作成した。競争ゲストの導⼊･除去による包接錯
体の解離･再形成の制御、ひいては可逆的な弾性率
の変化を実現し、弾性率の急激な変化による筋芽細
胞の動的応答を明らかにした（図１）[1]。３D プリ
ンターにより、可逆的な弾性率の変化が可能な繊維
状の三次元細胞培地の作成にも成功した [2]。 
【⾎液適合性⾼分⼦の⾃⽴性・強靭性の付与】⾎液
適合性を持つ Poly(methoxyethyl acrylate)は⾃⽴膜
が得られない点が課題である。そこで、可逆性架橋
の導⼊により、低い弾性率に基づく柔軟性と⾼延伸
時には⾼い応⼒を発現する⾎管組織に似た強靭性
を⽰した。⾎⼩板の粘着を抑制しつつも、⾎管内⽪
細胞（HUVEC）の培養に成功した（図2）[3]。 
【可動性架橋異種⾼分⼦複合⾼分⼦材料の創製】
CD 修飾⾼分⼦の主鎖を別種の⾼分⼦が貫通した
可動性架橋異種⾼分⼦複合材料を創製した。CD 環
の運動の可動域と応⼒分散性・強靭性の相関を解明
した。また、弾性率の異なる⾮相溶性の 2 種の主鎖
を複合した材料において、各主鎖由来の相と相溶し
た相の 3 種が複合した構造を⽰し、混和性・強靭
性・弾性率の向上に成功した（図３）[4]。 
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図 1. 可逆的な弾性率の変化が可能な
動的細胞培地。 

 
図 2. 可逆性架橋を持つ⾎液適合性⾼
分⼦と選択的な⾎管内⽪細胞の培養。 

 

図３. 弾性率の異なる⾮相溶性の 2 種
の主鎖を複合した材料の⼒学物性。 
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